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４
月
17
日
、「
２
０
２

６
年
度
九
州
学
院
大
同

窓
会 

総
会 

懇
親
会
」
が

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｓ
４
（
92
歳
）
か
ら

Ｓ
74
（
22
歳
）
ま
で
の
卒

業
生
、
現
旧
の
教
職
員
、

育
友
会
役
員
や
保
護
者
な

ど
、
遠
く
は
北
海
道
、
東

京
、
関
西
な
ど
か
ら
約
４

２
０
名
の
参
加
者
を
数
え

ま
し
た
。

今
年
が
役
員
改
選
の
年

に
あ
た
る
た
め
、
総
会
で

は
、
２
０
２
５
年
度
活
動

報
告
、
同
決
算
報
告
・
監

査
報
告
、
２
０
２
６
年
度

活
動
計
画
案
、同
予
算
案
、

役
員
改
選
案
な
ど
が
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
の
懇
親
会
で
は
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
奥
田

来
年
は
、
同
窓
会
設
立

１
１
０
周
年
に
あ
た
り

ま
す
。
大
同
窓
会
が
来

年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま

す
よ
う
、
同
窓
会
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

圭
氏
（
Ｓ
31
）・
DJ
ヒ
ロ

ト
氏
（
Ｓ
72
）
親
子
の
司

会
、
吉
田
佐
知
子
氏
（
Ｓ

53
）
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

よ
り
進
行
。
初
め
に
中
島

康
文
院
長
の
司
式
に
よ
り

讃
美
歌
３
１
２
番
（
い
つ

く
し
み
深
き
友
な
る
イ
エ

ス
は
♪
～
）
を
参
加
者
全

員
で
斉
唱
し
、
開
会
の
祈

り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
・
来
賓

あ
い
さ
つ
、
現
旧
教
職
員

や
県
外
か
ら
の
出
席
者
の

紹
介
の
後
、
宴
席
に
移
り

ま
し
た
。
チ
ア
ダ
ン
ス
部

の
演
技
披
露
は
、
初
め
て

Ｏ
Ｇ
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
学
生

時
代
の
思
い
出
話
や
近
況

を
語
り
合
う
な
ど
久
々
の

再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
田
木
潤
氏

（
Ｓ
25
）の
エ
ー
ル
と
リ
ー

ド
に
よ
り
参
加
者
全
員
で

九
州
学
院
校
歌
を
唄
い
、

無
事
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
三
浦
陽
二
実
行
委
員

長
（
Ｓ
28
）
を
は
じ
め
、

実
行
委
員
会
の
方
々
（
卒

業
回
で
３
と
８
が
つ
く

回
）、若
手
の
会
、リ
デ
ィ

ア
会
、
ま
つ
り
九
学
会

の
役
員
の
皆
様
ほ
ん
と

う
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

な
お
、
一
番
参
加
者
が

多
か
っ
た
学
年
、
Ｓ
28

（
69
歳
）
の
皆
様
に
は
、

さ
さ
や
か
で
す
が
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

「九州学院大同窓会 総会･懇親会2026」を開催
〜讃美歌312番を声高らかに〜

大同窓会は今年も４００名を
超す皆様の出席を頂き、大盛況
の中開催されましたこと感謝申
し上げます。
今回総会において役員改選

が行われました。再選の役員一
同と共に精一杯務めてまいりた

いと思います。
今年も生活困窮者への奨学制度・リディア会による

火の国まつりおてもやん総踊りへの参加・寮生を中心
としたBBQ開催・若手の会によるチャペルでの二十
歳を祝う会等の活動及び各支部活動へのバックアップ
など、同窓会活動の活性化を推進してまいります。来た
る２０２７年は同窓会設立110周年の節目の年であり
ます。
同窓生の皆様、母校へのご支援をお願いいたします

とともに同窓会への変わらぬご理解とご協力よろしく
お願い申し上げます。

同窓会設立110周年に向けて
同窓会会長　廣島 秀二（Ｓ26）

■
会
長

廣
島 

秀
二（
Ｓ
26
）	

	

■
副
会
長

三
浦 

陽
二（
Ｓ
28
）

坂
田 

和
洋（
Ｓ
31
）

橋
口 

武
弘（
Ｓ
35
）

吉
永 

彰
一（
Ｓ
36
）

杉
本 

素
一（
Ｓ
39
）

■
監
査
役

高
野 

正
晴（
Ｓ
23
）

井
手 

庸
文（
Ｓ
25
）

井　

 

雅
之（
Ｓ
47
）

九
州
学
院
チ
ア
ダ
ン

ス
部
Ｏ
Ｇ
チ
ー
ム
は
、

昨
年
の
火
の
国

ま
つ
り
を
機
に

発
足
し
、
先
日

は
九
州
学
院
大

同
窓
会
に
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
致
し
ま

し
た
。

本
年
も
8
月

1
日
「
熊
本
地

震
10
年 

〜
支

え
ら
れ
た
日
々

を
、
支
え
合
う

力
に
。」を
テ
ー

マ
に
火
の
国
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
み
ど

り
幼
稚
園
の
園
児
・
保

護
者
・
育
友
会
・
現
役

生
・
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ま
で
、

世
代
を
超
え
た
“
九
学

フ
ァ
ミ
リ
ー
”
で
集
結

し
、
熊
本
を
盛
り
上
げ

ま
せ
ん
か
？
当
日
は
チ

ア
ダ
ン
ス
部
Ｏ
Ｇ
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

も
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

２
０
２
６
年
度

同
窓
会
役
員

チ
ア
ダ
ン
ス
部

Ｏ
Ｇ
会
発
足
！

笑顔あふれる同窓会
2026年九州学院大同窓会実行委員長

三浦　陽二（S28）
毎年この集いに足を運んでいただいています同窓の
方々はもちろんのこと、来賓の皆様、県外からの同窓生、教
職員の方々、そして育友会を含む数多くの皆様方にご参加
いただきましたこと、深く御礼申し上げます。
「この集いは、卒業生と学院の皆様との良い交流が、延い
ては在校生と保護者へその誇りと、愛着の共有を促し、学
院発展の一助となる」という信念の基、長く継続されている
ものです。
第四代院長であり、9年間、同窓会長を兼任されていた
池永春生先生が、昭和42年に提唱された一文に【物心両
面における学院への支援体制を整えていただくことが将
来、学院を興隆させる大きな力となり、同時に同窓会組織
をより強固なものにする結果ともなるであろう】という言葉
が記されています。
時はそれから半世紀、熊本地震やコロナ禍を乗り越え、
脈々と次世代へと受け継がれていく九州学院への想いを
胸に、皆様方と共に歴史を見つめつつ母校への未来へ乾杯
のエールを送れましたこと、大変嬉しく光栄に思います。

同窓会ホームページは
スマートフォンでも
ご覧いただけます。
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各
地
の
同
窓
会
支
部

東
京
九
学
会

神
奈
川
同
窓
会

関
西
九
学
会

福
岡
九
学
会

荒
尾
・
玉
名
支
部

山
鹿
・
植
木
同
窓
会

菊
池
支
部

九
学
泗
水
会

大
津
九
学
会

合
志
九
学
会

小
国
郷
九
学
会

阿
蘇
中
部
九
学
会

阿
蘇
南
部
九
学
会

上
益
城
支
部

山
都
九
学
会

宇
土
支
部

宇
城
市
同
窓
会

八
代
九
学
会

九
学
人
吉
球
磨
Ｏ
Ｂ
会

あ
し
き
た
九
学
会

水
俣
支
部

天
草
九
学
会

苓
北
支
部

牛
深
九
学
会

各
支
部
紹
介

各
支
部
紹
介

福
岡
九
学
会
復
活
 !!

●
会
長
名
▼
北
村
弘
光

（
Ｓ
32
）●
事
務
局
副
会

長
▼
小
崎
義
幸（
Ｓ
42
）

●
幹
事
▼
芦
原
丈
靖（
Ｓ

51
）２

０
２
６
年
3
月
14

日
、
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
、42
名
が
出
席
。

総
会
で
は
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
野
々
口
稔
氏

（
Ｓ
22
）よ
り
北
村
弘
光

氏（
Ｓ
32
）へ
会
長
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
廣
島
会

長
ら
に
ご
来
福
頂
き
、
上

田
憲
幸
氏（
Ｊ
５
）の
乾

杯
で
和
や
か
に
親
睦
を
深

め
、
最
後
は
校
歌
斉
唱
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

■
東
京
九
学
会

●
会
長
名
▼
高
森
重
視

（
Ｓ
32
）●
幹
事
長
兼
事

務
局
▼
岡
本
明（
Ｓ
34
）

平
素
よ
り
ご
支
援
を

賜
り
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
総
会
・
懇
親
会
、

屋
形
船
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
多
彩
な
行
事
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は

H
P

・LIN
E

・
イ
ン
ス
タ
・

東
九
通
信
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
関
西
九
学
会

●
会
長
名
▼
加
藤
浩
輔

（
Ｓ
28
）●
副
会
長
兼
事

務
局
長
▼
安
藤
智
紀（
Ｓ

36
）●
副
会
長
▼
田
中
雅

弘（
Ｓ
45
）

平
素
は
、
当
会
の
活
動

に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

関
西
在
住
の
同
窓
生
の
集

ま
り
で
す
。
毎
年
、
12
月

4
週
目
の
日
曜
日
は
、
全

国
高
校
駅
伝
大
会
が
京
都

で
開
催
さ
れ
、年
末
に
は
、

大
阪
・
花
園
に
て
全
国
ラ

グ
ビ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に
熊

本
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
出

場
し
て
く
る
母
校
九
学
の

生
徒
た
ち
を
、
会
場
で
応

援
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

毎
年
６
月
4
週
目
の
土
曜

日
に
は
、
恒
例
の
関
西
九

学
会
同
窓
会
を
開
催
し
、

同
窓
の
輪
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
毎
年
、
同
窓

会
に
は
関
西
の
大
学
に
入

学
し
た
後
輩
ら
も
多
数
参

加
さ
れ
、
会
場
で
の
出
会

い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。是
非
ご
入
会
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
荒
尾
・
玉
名
支
部

●
会
長
名
▼
宮
崎
司（
Ｓ

20
）●
事
務
局
長
▼
大
柿

貴
宏（
Ｓ
41
）●
事
務
局

次
長
▼
猿
渡
優（
Ｓ
47
）

■
山
鹿
・
植
木
同
窓
会

●
会
長
名
▼
吉
里
和
雄

（
Ｓ
17
）
●
副
会
長
▼

平
本
敦（
Ｓ
25
）▼
田
木

潤（
Ｓ
25
）▼
梅
守
裕
司

（
Ｓ
34
）▼
竹
下
貴
昌（
Ｓ

63
）●
事
務
局
▼
幸
村
亮

太（
Ｓ
66
）

山
鹿
・
植
木
同
窓
会

は
新
制
部
会
発
足
と
同
時

に
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

途
中
活
動
が
途
切
れ
る

も
、
平
成
30
年
度
に
Ｓ
16

の
福
嶌
孝
一
会
長
が
就
任

し
再
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
令
和
2
年
に
は
Ｓ

17
吉
里
和
雄
会
長
が
選
出

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

会
の
モ
ッ
ト
ー
は
会
員

相
互
の
親
睦
と
融
和
。
母

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
会
員
は
無
論
、

近
隣
同
窓
会
と
も
交
流
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
大
同
窓

会
実
行
委
員
長
Ｓ
28
三
浦

陽
二
君
、
校
歌
エ
ー
ル
を

担
当
し
た
の
は
Ｓ
25
田
木

潤
君
で
し
た
。

■
九
学
泗
水
会

●
会
長
名
▼
稲
田
壽
昭

（
Ｓ
22
）●
事
務
局
長
▼

中
山
竜
一（
Ｓ
38
）

こ
れ
か
ら
の
目
標
①
他

地
域
と
の
連
携
の
拡
大
。

菊
池
市
内（
菊
池
、七
城
、

旭
志
）菊
池
郡
内（
大
津
、

菊
陽
）②
女
性
会
員
と
若

年
会
員
の
拡
大
③
新
し
い

形
の
地
域
の
同
窓
会
の
あ

り
方
の
検
討

■
大
津
九
学
会

●
会
長
名
▼
斎
藤
周
一

（
Ｓ
20
）●
事
務
局
▼
桐

原
大（
Ｓ
51
）

私
た
ち
は
九
州
学
院

中
学
・
高
校
で
築
い
た
絆

を
大
切
に
、
世
代
を
超
え

た
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
懐
か
し
さ
と
新
し
い

出
会
い
が
広
が
る
温
か
い

同
窓
会
で
す
。

■
合
志
九
学
会

●
会
長
名
▼
清
田
優
作

（
Ｓ
51
）

長
年
活
動
を
停
止
し

て
い
た
合
志
支
部
で
す
が

動
き
出
し
ま
す
。
定
期
的

に
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
案

内
等
が
あ
っ
た
際
は
、
是

北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致
され、現在も北朝鮮に抑留。弟の信宏氏
（S43回）が拉致被害者家族会で活動中。

お申し込み方法は
DM/Googleフォームからも

←
DMは
こちら

→
Google

フォームは
こちら

実行委員長
山口 章太その他、たくさんのグッズを

ご用意しています。

グッズ販売のご案内

九学会S54回実行委員会

株式会社MAHALO内

TEL/090-8765-3000
FAX/096-283-5000

非
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
小
国
郷
九
学
会

●
会
長
名
▼
松
㟢
俊
光

（
Ｓ
13
）●
事
務
局
代
行

▼
髙
橋
正
之
助（
Ｓ
25
）

▼
北
里
康
二（
Ｓ
27
）●

会
計
▼
原
山
真
津
男（
Ｓ

36
）新

紙
幣
の
肖
像
画
に

な
っ
た
北
里
柴
三
郎
博

士
は
小
国
町
が
生
誕
地

で
す
。
新
紙
幣
発
行
に
合

わ
せ
北
里
柴
三
郎
記
念

館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
記
念
館
の
管

理
運
営
の
理
事
長
は
Ｓ

25
の
髙
橋
正
之
助（
道
の

駅
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

チ
ー
フ
）で
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
阿
蘇
中
部
九
学
会

●
会
長
名
▼
井
世
紀
男

（
Ｓ
17
）●
事
務
局
▼
内

野
博
樹（
Ｓ
47
）

当
支
部
で
は
毎
年
６

月
頃
、
厄
入
り
祝
や
還
暦

祝
い
、
12
月
頃
忘
年
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
回

30
名
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
、
学
校
の
近
況
の
共

有
や
地
域
や
仕
事
の
情

報
交
換
を
行
っ
て
お
り

ま
す
！

■
宇
土
支
部

●
会
長
名
▼
上
村
一
浩

（
Ｓ
33
）

宇
土
支
部
は
九
州
学

院
の
地
域
拠
点
と
し
て
、

会
員
同
士
の
親
睦
と
母

校
支
援
の
目
的
に
活
動

す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
前
会

長
の
前
田
克
久
先
輩
の

音
頭
で
、
OB
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
を
作
り
、
宇

土
市
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
10
年
前
の
熊
本

地
震
・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
で
、
そ
の
後
の
支
部
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
今
後
、
世
代
を
超

え
た
交
流
を
通
し
て
、
母

校
と
の
懸
け
橋
と
な
る

よ
う
に
、
支
部
の
活
動
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
八
代
九
学
会

●
会
長
名
▼
深
水
貞
利

（
Ｓ
30
）
●
事
務
局
▼

橋
口
弘（
Ｓ
40
）▼
粟
津

誠（
Ｓ
42
）▼
緒
方
大
輔

（
Ｓ
46
）▼
松
本
啓
祐（
Ｓ

51
）年

一
回
、
八
代
九
学
会

で
同
窓
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
学
校
の
先
生
か

ら
、八
代
の
経
済
界
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
先
輩
に
会

え
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
九
学
人
吉
球
磨
OB
会

●
会
長
名
▼
富
田
正
彦

（
Ｓ
29
）●
事
務
局
▼
坂

田
隆
一（
Ｓ
21
）

会
員
募
集
中
で
す
！

人
吉
球
磨
に
お
住
ま
い

の
九
学
OB
・
OG
の
方
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
苓
北
支
部

●
会
長
名
▼
高
橋
義
道

（
Ｓ
19
）●
事
務
局
▼
梅

田
和
也（
Ｓ
33
）

天
草
地
区
の
支
部
の

中
で
は
最
も
歴
史
が
古

く
、
毎
年
、
自
主
的
に
富

岡
海
水
浴
場
の
海
岸
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

う
な
ど
活
動
も
盛
ん
で

す
！
ま
た
、
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
20
年
以
上
も

続
い
て
お
り
、
今
で
は
こ

の
活
動
に
倣
い
、
地
元
の

学
校
や
各
種
団
体
な
ど

に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

■
牛
深
九
学
会

●
会
長
名
▼
市
山
甲
太

（
Ｓ
41
）●
事
務
局
▼
松

本
圭
史（
Ｓ
50
）

牛
深
は
熊
本
県
の
最

南
端
に
あ
り
、
豊
か
な
海

に
囲
ま
れ
た
自
然
、
美
し

い
港
町
の
風
景
、
古
く
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
や
文
化
な
ど
、
多
く

の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
場

所
で
す
。牛
深
に
は
、「
牛

深
は
肥
後
で
ん
薩
摩
で

ん
な
か
っ
さ
な 

牛
深
は

牛
深
さ
い
」と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
肥
後
で
も
薩
摩

で
も
な
い“
牛
深
独
自
の

文
化
や
気
質
”を
表
し
て

い
ま
す
。

支部
大津九学会
東京九学会
関西九学会

阿蘇中部九学会
苓北支部

開宴
18:00
17:30
15:00
18:30
18:00

日程

6/20（土）

6/27（土）

7/4（土）

今
後
の
同
窓
会
開
催
予
定

2027年 九州学院同窓会設立110周年

2025.6.28に開催

2025.6.28に開催

2025.6.28に開催2026.6.21に開催

2025.6.28に開催

2025.9.3に開催

2025.7.5に開催2025.11.29に開催

こ
の
度
、
九
州
学
院
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
構
成
さ
れ
る

「
若
手
の
会
」
の
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同

時
に
、
そ
の
重
責
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
偉
大
な
先
輩

方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

た
、
九
州
学
院
の
輝
か
し

い
伝
統
と
「
敬
天
愛
人
」

の
精
神
。
こ
れ
ら
を
し
っ
か

り
と
引
き
継
ぎ
、
次
代
を

担
う
後
輩
た
ち
へ
紡
い
で
い

く
こ
と
が
、
私
た
ち
若
手

の
会
の
使
命
で
す
。

来
年
１
月
11
日
に
は
、

卒
業
生
を
対
象
に
「
二
十

歳
を
祝
う
会
」
を
ブ
ラ
ウ

ン
・
チ
ャペル
に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
と

絆
の
強
化
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

若
手
の
会 

と
し
て 

九
州
学
院

の
伝
統
を
次
の
世
代
へ

山崎 雄三

福
岡
九
学
会


